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･(S,(T)- 孟 /.∞k2dk蒜 志 n(E(k),T)ln(E(k)･T)+1】 (56)












































×` 和 音万両 '
♂∬♂∬/
2kO(2打)3
E,(k,A)Ev(k,A)e-1'k'(8-8')
×<T+(Stjp(I))T(sip(3')> (59)
で 与えられる｡ここでjp(I)は光子源､winは統計的な重みであり､<-･>は
クオータやグルーオン､ハドロンの状態についてのトレースである｡
我々はこの
<T+(Stjp(x))T(Sjp(3')>
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を半現象論的に量子論的ランジュヴァン方程式に従う演算子から作られた場の
演算子
･:--r - j-
d3k
(2打)3/山花 p(k,W)
･; lur(k,W)
から作った粒子源演算子
a,(k,LJ) __.･k.C
LJIE(k,u) +V,(k,LJ)
J〃(I)-∑:i,(I)刑 ,(x):r
b!(k,LJ)
'vノLJ-EI(k,u)
(61)
と､量子論的な雑音についての平均で置き換えることにする｡ここで我々の立場
では､ランジュヴァン方程式のモードスペクトラム
E(k･W)-f(k,W上皇7(k,u)
は揺動散逸定理から虚部を持つ半現象論的なインプットパラメーターである｡す
なわち､この複素のスペクトラムに､熱浴である周りのグルーオンやパイオンな
どとの強い相互作用の影響を半現象論的に取 り込んでいると考える｡
これにより､- ドロン流体や クォーク･グルーオンプラズマ流体からの放出
光子のスペクトラムはそれぞれ､
Rhad - 写ew
･/
d3k(27r)32k.
d3p,･(27r)4∫
∫d3pl(27T)4∫
dLJ2 7(T)
dulr(T)2wIw1-E(pl)12
2LJ2iu2-E(p2)[2
×(2打)4(-nb(iJl)(1+nb(W2))(pl+p2)264(pl-P2-k)
-tl+nb(wl))nb(u2)(pl+p2)264(pl-P2+k)
- nb(ul)nb(LJ2)(pl-P2)2∂4(pl+p2-k)) (62)
RQGP 写e汀
･/
d3k(27r)32k.
♂p2(27r)4/
/d3pl(2可4/
血2 7(T)
dLJl7(T)2wIILJl-E(pl)I2
2u2恒2-E(p2)l2
･(2q)4(nf(ul)(1-nf(LJ2))(8pIP2-16両凍)
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x64(pl-P2-k)
+(I-nf(wl))nf(W2)(8pIP2-16湖南)
×∂4(p1-P2+k)
+ nf(ul)nf(W2)(8pIP2+16両凍)
x64(pl+p2-k)) (63)
で与えられる｡ここで､nb(E)､nf(E)はそれぞれポース分布とフェルミ分布で
あり､流体の4元速度の関数でもある｡また､W(p)-E(p)弓 r(T)である｡さ
らにehe9はそれぞれ自由度を考慮に入れた有効電荷である｡この裏式と､流体
方程式の数値解とを組み合わせることによって､実験的に期待される光子のスペ
クトラムについて議論することができる｡
現在我々は､特に相転移の有無と横方向光子スぺクトヲムとの関係に注目して､
数値的な解析を進めている【9】｡詳しい結果は他の場所に報告する予定である｡
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